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1．はじめに

2018年 9月 19日から 21日まで行われた「第 17

回情報科学技術フォーラム」に参加した．そこで私
は「階層的意思決定手法に基づく教員の希望を考慮
した時間割作成法」と言う題で学会発表を行った．

2．研究内容

2.1 研究背景
時間割作成問題は，スケジューリング問題の一種
で考慮すべき制約や設計変数が多く存在する．例え
ば，多くの時間割作成支援手法では，講義と教室の
配置を考慮した時間割を作成を目標とするが，同じ
教師が同じ時間に授業を開講できない，コンピュー
タを使用する授業はコンピュータ室を割り当てない
といけないなど，必ず充足しないとけないハード制
約が多く，厳密解を得ることが難しいことが知られ
ている．教員の希望は教員間で主張が異なっていた
り，どの教員の希望を優先すべきかを考える必要が
あり，講義や教室の配置を同じフレームワークで最
適化することは難しい．そのため，教員の希望につ
いては考慮されていない場合が多い．
そこで我々は，教員の希望を満たしつつ，有効な
時間割の作成を実現する手法を提案する．具体的に
は，講義と教室の配置は従来法に基づき遺伝的アル
ゴリズム（GA）によって最適化を行い，教員の希
望に対して階層的意思決定手法（AHP）を適用す
る．AHP により各教員の状態を数値化できるため，
教員の希望も同時に目的関数に組み込み最適化を行
い，教員の希望を考慮した時間割作成を実現する．

2.2 AHP

AHP は，1970年代に T. L. Saaty により提唱され
た人間の主観を用いた意思決定を行うことができる
数学的手法である．多層の階層構造の下での一対比
較を離散的ないしは連続的に行う．また，相対的重
要度の基準尺度により，「勘」や「直感」，「フィー
リング」に頼っていた部分を数値化する．AHP を
用いた既存研究には，人事選択の問題が報告されて
いる．これは，複数の候補者から役員を選ぶ際，働
く能力，過去の経験，チームワーク力，外国語を話
せるか，戦略的思考，プレゼン力，PC スキルなど
の基準が設けられている中で，一番適切な人材を選
ぶ問題である．
AHP による代替案を評価する手順は大きく分け
て以下の 4段階である．
（1）問題を階層化
（2）一対比較表の作成
（3）各要素の重みを算出
（4）総合評価を算出
この操作を全ての要素で行い先生の曜日ごとの評
価をしていく．

3．実験方法・結果

この分野の研究で多く使われる遺伝的アルゴリズ
ムを使用する．
評価方法として，以下の制約を設け，違反回数と
重みをかけたものを適応度とした．

3.1 制約
・ハード度制約
（Ⅰ）全講義を配置する
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図 1 教員の選択における要素の階層構造化
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（Ⅱ）同一時間に同一教員を配置しない
（Ⅲ）同一時間に同一教室を使用しない
・ソフト制約
（1）必修科目，教養科目，固有科目を同時に配し

ない
（2）2コマ以上ある講義を連続で配置する
（3）5限の講義を避ける
（4）会議がある時間に講義を入れない
（5）受講者数によって適切な教室を割り当てる
（6）使用回数が少ない教室を使わない
（7）連続して講義がある場合の教室間の移動距離

を短くする
（8）教員の希望にあった日に割り当てる

3.2 結果
初期の時間割を 2017年度の龍谷大学の時間割と
し 10000世代まで検証を行った．
以下に結果を示す．

世代数ごとに時間割を改善できていることが確認
できました．
さらにこの結果の 1つの 1学科の比較的講義数が
多かった教員 6名の結果とそのうち，希望を満たし
ていた先生を赤文字で表示する．
この時，23個中 17個の希望を満たした結果が得
られた．

4．おわりに

今回は初めての学会ということで，学校での特別
研究の報告書とは違う，形式に苦戦しました．
学会は自分の研究の有用性を示す場であり，パワ
ーポイントを使用した発表の練習が大変でした．緊
張で 15分と発表が 13分で終わったりしてしまった
ので，この経験を次回に活かせるようしたいです．

図 2 世代数ごとの適応度

図 3 先生の時間割場の配置
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